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のミはりや 
市 の 人 口 	男 25,571人 

	
世 帯 数 	14,707 

	

52,887人 女 27,316人 
	

（昭和59年 2月 1日現在）住民基本台帳から 

I 

市観光協会（三上理会長）主催の第141 】五所川原雪

まつりが 2月11・120)両日、市庁舎前お祭り広場を主

会場に開かれ、親子づれで賑わいまじた。 

初日の11日は、お祭り広場で昔なつかしいズグリ回

し大会と雪上カルタ大会が行われ、子供たちの力のこ

もった競技に、父兄から盛んな声援がおくられていま

した。 
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〇飯詰地区 飯詰・下岩崎 
〇中川地区 川山・沖飯詰・桜田・種井・ 
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懸の一部（通称十川町） 
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5.応募締切 3月 5 日（必着） 

市立西北中央病院 

(1）助産婦並びに看護婦 若干名 

(2）医 療 技 術 員 若干名 

験 3 月 6 日 午後 IA寺 

市立西北中央病院 応接室 

作文及び面接 

7,そ の 他 不明の点は、病院管理課庶務係に 

ご照会ください。 

2 資 	格 有資格者（年令25歳位まで）およ

び養成機関卒業見込者 

3．提出書類 （ 1 ）履歴書（写真貼付） 

(2 ）免許証の写（在学中の方は、 

卒業見込証明書及び成績証明書） 

4‘応募方法及 上記書類を郵送または、ご持参くだ 

び宛先 	さい。 

五所川原市字布屋町41 

市立西北中央病院管理課庶務係 

(fl⑩3 111 内線279 

6,試 

1 ．職種と人員 

巡回相談日程 

地 区 月 	日 時 	間 集 合 場 所 

長 橋 3 月 5日 午前10時 長 橋 コ 	ミセ Jノ 

七 和 3月 5日 午後 1時 七 和コ ミ セ ン 

梅 沢 3 月 6日 午前10時 梅 沢 支 所 

栄 3月 6日 午後 1時 コ 	ミ セ ン 栄 

松 島 3 月 7日 午前10時 松 島コ ミ セ ン 

小 曲 3月 7日 午後 1時 小 曲 集 会 所 

三 好 3月 8日 午前l0時 三 好コ ミ セ ン 

中 川 3月 8日 午後 1時 中 川コ ミ セ ン 

毘沙門 3月 9日 午前10時 毘 沙 門 支 所 

飯 詰 3月 9日 午後 1時 生活改善センター 
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鷲麟纂織 
青森県住宅供給公社では、広田団地の昭和 

59年度分譲住宅の募集を次のように計画して

おります。 

※ 1,100世帯が入居し充実した生活環境が

形成される計画戸数まであとわずかとなりま 

L た。 

制 	度 種 
募 	集 
予定戸数 

募 	集 
予定時期 

一 	般 

分譲住宅 

一般分譲 16戸 

4月下旬 
地 	域 
特別分譲 

7戸 

●全て住宅金融公庫融資がついております。 

「地域特別分譲」とは公庫償還開始から 5 

年間1％の利息の援助が受けられ、公庫融資

の増額という特典があり、当団地においては 

800万円台の融資となります。 

※詳しくは 

青森県住宅供給公社業務課ft0177⑩1625 

五所川原市都市計画課if 0173③ひ2111 

議課税倉夢を維算し J撫 
固定資産登録の確認を 

市税務課では、固定資産課税台帳を次の日程

で縦覧に供します。関係者は各自の固定資産課

税台帳を縦覧し、登録された事項を確認して下

さい。 

これは、固定資産の評価額など59年度の固定

資産税と都市計画税の税額の算定の基礎となる

ものですので、とくに昨年中に家屋を新増築し

たり、土地を取得された方は必ず縦覧しましょ

う 

なお、登録された事項に不服がある場合は、 

縦覧期間の初日から末日後 10日までの間に、 

固定資産評価審査委員会に審査の申し立てをす

ることができます。 

縦覧期間 3月 1日～3月21日まで

縦覧場所 市税務謬（本庁3階） 

（平日は午前8時30分から午後 4時45分ま

で、土曜日は午前 8時30分から12時15分

まで。） 

③ 昭和59年（1984年）3 月I日 
	

広報ごしょがわら 	 （562号） 

ミ、農業「者無金現況届の 

蒙薫三提出を忘れずに” 
現在、農業者年金の経営移譲年金及び老齢年金を受給

している方は、 3月31日までに現況届を提出しましょう。 

1．用如送付 

現況届は、毎年 2月農業者年金基金から直接本人あ

てにお送りしております。 

2．証明及び確認 

現況届には、受給者の印のほか市長の印と農業委員

会長の印が必要です。市役所・市民課（住民登録が支

所にある場合は支所）で、必ず先に生存証明を受けて

から、農業委員会で確認を受けて下さい。なお、老齢

年金のみの受給者は農業委員会で確認を受ける必要は

ありません。 （証明及び確認は、  3月 1日以降に受け

るようにして下さい。） 

＆提出期限 

現況届の提出期限は 3月31日ですが、それまでに提

出されないと年金の支払いが一時差し止められますの

でご注意下さい。 

（年金をはじめて受けられるようになってから、  1年

を過ぎていない方は提出する必要はありません。） 

※農業者年金に関する詳しいことは、各農協または農業

委員会にお問い合せ下さい。 

妥轟舞叢導煮無窪蕪金嚢 
（源泉徴収と確定申告） 

経営移譲年金は、非課税であると思っている方もある

ようですが、そうではありません。所得税法によると、 

年金も給与所得とみなされ、その年間支給額が60万円以

上になると年金の支払機関（農業者年金の場合は基金） 

は、源泉徴収に関する事務を行わなければならないこと

になっています。 

年金の年間支給額が60万円を超えると見込まれる方に、 

58年分の扶養控除等申告書の用紙を直接送付して、申告

書の提出をお願いし、この結果に基づいて年金の定期支

払のとき所定の源泉徴収が行われました。このときに、 

年金を 「主たる給与」 として申告した方については、そ

の年金の年間支給額から給与所得控除額（50万円）及び

基礎控除額（30万円）を控除すると、課税の必要が生じ

ませんので源泉徴収を行いませんでしたが、年金を 「従

たる給与」 として申告した方、また申告書を提出されな

かった方については源泉徴収が行われました。 

年金以外に収入のない方は、年金を「主たる給与」と

して基金に申告書を提出していれば、所得税の源泉徴収

は行われなくてすみましたが、申告書を提出されなかっ

た方は、年金額の 7％の源泉徴収を受けることになった

わけです。しかし、年金以外に給与所得がない場合、2月 

16日から 3月15日までの間に、基金から送付された源泉

徴収票を用いて、税務署に確定申告することによって、 

徴収された所得税の還付を受けることができます。 

I 

, 
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勤労婦人の生活講座 

受講者を募集 

・主催 労働省婦人少年室、市働く婦人の家 

・場所 働く婦人の家（新町バス停前） 

・募集人員 30名 

・申込み締切り 3月 5日（月） 

・申込み先 働く婦人の家（合⑩889⑧ 

・受講料 無料 

■講座内容 

日 	時 フー 講 	師 

3月 6日（火） 
午後 1時から 

婦人の軽運動活動 
中央小学校教諭 

山 内 	政 

3月 9日（金） 
午後 1時から 

婦人生活と育児 
教育委員長 

高 橋 民 一 

3月13日（火） 
午後 1時から 

婦人と 食生活 
長
  

鵬山
 
推

本
 

淳
  3月16日（金） 

午後 1時から 
婦人の健康教室 

五所川原保健所長 

桜 庭 魔 次 

3月19日（月） 
午後 1時から 

外国婦人の現状 
保 護 司 

佐々木 初海 

3月 23日（金） 
午後 1時から 

婦人の生活設計 
教育事務所主事 

福 田 真 弘 
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い
い

か
、
ど
う
か
ま
よ
っ
て
い
ま
し

た
。
先
生
に
言
っ
て
も
、
そ
の

倍
に
な
っ
て
い
じ
め
返
さ
れ
そ

う
で
、
せ
っ
角
忠
告
し

て
く
れ
 

た
A
子
さ
ん
に
は
す
ま
な
い

と
思
い
な
が
ら
、
だ
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
 

そ
う
し
て
い
る
と
、
だ
ん

だ
ん
い
じ
め
方
が
、
ひ
ど
く

な
っ
て
き
て
、
A
子
さ
ん
に
 

「先
生
に
、
し
ら
せ
に
行
っ

た
の
」
 

と
、
言
わ
れ
た
私
は
 
「ま
だ
」
 

と
低
い
声
で
も
じ
も
じ
し
て

い
ま
す
と
、
 

「な
し
て
行
が
ね
。
先
生
の

ど
ご
さ
、
連
れ
て
行
っ
て
あ

げ
る
よ
己
 

と
、
い
や
が
る
私
を
ぐ
い
ぐ

い
引
っ
ぱ
っ
て
行
き
ま
し
た
。
 

先
生
の
前
で
、
私
は
、
学
校

へ
来
た
く
な
い
こ
と
、
み
ん
な

の
楽
し
そ
う
な
顔
を
見
る
と
、
 

自
分
が
取
り
残
さ
れ
そ
う
で
不

安
に
な
っ
た
こ
と
、

い
じ
め
ら

れ
な
い
よ
う
に
、
 一
人
で
音
楽

室
へ
か
く
れ
た
こ
と
、
私
が
先

生
に
ほ
め
ら
れ
る
と
、
じ
ろ
り
 

,
 私

は
以
前
、
学
級
の

人
達
に
、
ひ
ど
く
い
じ

め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
 

r
 

r
 



健
康
診
断
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無
事
故
の
第

一
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下
水
道
の
は
な
し

⑥
 

お
金
（
費
用
）
の
は
な
し
 

年
水
道
事
業
を
執
行
、
運
営

し
て
い
く
た
め
に
は
建
設
費
や

維
持
管
理
費
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
今
回
は
そ
の
こ
と
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
 

●

下
水
管
を
う
め
る
の
に
か
か

る
費
用
 

わ
た
し
た
ち
の
家
か
ら
出
る

汚
れ
た
水
は
、
集
め
ら
れ

て
、
 

・

処
理
場
ま
で
運
ば
れ
、
そ
こ
で

き
れ
い
に
さ
れ
て
、
川
や
海
に

流
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
第
四
回

で
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
そ
の

た
め
に
は
、
ま
ず
、
汚
れ
た
水

を
運
ぶ
下
水
管
を
地
面
の
下
に

う
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

わ
た
し
た
ち
の
家
の
す
ぐ
そ
ば

に
う
め
ら
れ
て
い
る
管
は
、
直

径
が
二
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
管
で
す
が
、
各
家
庭
か
ら
出

た
水
を
集
め
て
、
処
理
場
に
送

る
管
は

ー
メ
ー
ト
ル
二
十
セ
ン

チ
の
太
い
管
に
な
り
ま
す
。
 

し
て
汚
水
（
雑
排
水
）
を
流
す

よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
く
み

取
り
便
所
は
三
年
以
内
に
水
洗

便
所
に
改
造
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
 

い
ろ
い
ろ
お
金
が
か
か
り
ま

す
が
、
ご
理
解
の
う
え
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
下
水
管
が
、
地

面
の
下
に
、
あ
み
目
の
よ
う
に

う
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
す

べ
て
処
理
場
ま
で

つ
な
が
っ
て

い
る
の
で
、
下
水
管
の
長
さ
は

合
計
す
る
と
、
膨
大
に
な
り
ま

す
。
 
（普
通
、
 
ー
ヘ
ク
タ
ー
ル

当
り
約
二
百
メ
ー
ト
ル
）
こ
の

た
め
、

下
→
小道
を

つ
く
る
の
に

必
要
な
費
用
の
半
分
以
上
が
下

水
管
を
う
め
る
た
め
に
か
か
り

ま
す
。
 

●

下
水
処
理
場
を

つ
く
る
の
に

か
か
る
費
用
 

下
ー
 処
理
場
を

つ
く
る
の
に

は
、
ま
ず
場
所
を
決
め
て
、
土

地
を
買
い
ま
す
。
そ
し
て
い
ろ

い
ろ
な
作
業
を
す
る
建
物
を

つ

く
り
ま
す
。
 

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
そ
の
た

め
に
約
四
十
三
億
円
を
投
じ

て

き
ま
し
た
。
 

処
理
場
が
作
業
を
始
め
た
後
 

も
そ
こ
で
働
く
人
々
に
払
う
給

料
や
、
機
械
を
動
か
す
た
め
の

費
用
が
毎
月
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
事
業
費
は
、
国
の

補
助
金
、
起
債
（
資
金
の
借
入

れ
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
負
担

す
る
長
期
に
わ
た
る
債
務
）
、
 

市
費
に
よ
っ
て
ま
か
な
い
ま
す

が
、
市
費
は
市
内
全
域
か
ら
の

税
収
入
に
よ
る
も
の
で
、
市
税

の
み
で
ま
か
な
う
こ
と
は
下
水

道
の
完
備
し
た
地
域
と
未
設
置

地
域
と
の
間
に
公
平
を
欠
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
下

水
道
設
置
地
域
に
住
ん
で
お
ら

れ
る
方
は
受
益
者
負
担
金
を
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
 

一
方
、
下
水
道
施
設

の
維
持

管
理
の
た
め
使
用
料
が
使
用
水

量
に
応
じ
て
負
担
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ

た
区
域
内
で
は
法
律
に
よ
っ
て

す
み
ゃ
か
に
排
水
設
備
を
設
置
 

,
 

園
国
国
圏
圏
回
囲
圏
圃
 

(
 

故
相
談
所
、
五
所
川
原
市
・
市

民
相
談
室
 

●

と
こ
ろ
 
市

民
文
化
会
館

別
館
 

■

主
 
催
 
青

森
県
交
通
事
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
 

562 月」 ⑤ 昭和59年（1984年）3 月1日 	 広報ごしょがわら 

し
て
く
だ
さ
い
」
 

と
、
そ
の
人
達
が
、
私
の
前
に

頭
を
下
げ
ま
し
た
。
私
は
そ
の

人
達
が
な
ん
だ
か
、
か
わ
い
そ

う
に
な
り
、

，
「ご
め
ん
な
さ
い
」
 

と
心
の
中
で
言
い
ま
し
た
。
 

今
で
は
、
そ
ん
な
こ
と
が
な

く
な
り
、
楽
し
く
す
ご
し
て
い

ま
す
し
、
み
ん
な
が
と
て
も
い

い
人
ば
か
p
だ
と
い
う
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
 

私
は
、
こ
の
こ
と
が
あ
っ
て

か
ら
、
友
達
に
言
わ
れ
な
く
て

も
、
先
生
を
た
よ
り
に
し
な
く

て
も
、
私
自
身
が
み
ん
な
に
と
 

‘け
こ
ん
で
い
こ
う
と
努
力
し
て

き
た
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

い
じ

め
ら
れ
た
か
ら
と
、
じ
っ
と
が

ま
ん
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
 

も
っ
と
勇
気
を
だ
し

て
い
た
な

ら
、
み
ん
な
仲
ょ
く
す
る
方
法

が
も
っ
と
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
、
思
え
て
き
ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
は
、
内
気
に
な
ら

な
い
で
、
は
っ
き
り
自
分
の
考

え
を
言
え
る
人
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
 

苦
 

苦
 

芳
 

苦
 
そ
 

苦
 

と
に
ら
ま
れ
た
こ
と
な
ど
、

こ

れ
ま
で
の
こ
と
を
全
部
先
生
に

話
し
ま
し
た
。
先
生
は
、

い
じ

め
た
人
達
を
し
か
っ
て
く
だ
さ

っ
て
、
い
っ
た
ん
は
お
さ
ま
っ

た
け
ど
、
ま
た
、

い
じ
め
で
き

ま
し
た
。
あ
る
時
、
か
げ
で
、
 

私
の
悪
ロ
を
言
っ
て
い
る
の
を

こ
の
耳
で
聞
い
た
の
で
す
。
私

は
、
胸
が
は
り
さ
け
そ
う
に
な

り
、
自
分
で
先
生
に
し
ら
せ
ま

し
た
。
 

先
生
は
、
二
時
間
も
か
け

て

注
意
さ
れ
ま
し
た
。
 

「ど
こ
が
気
に
く
わ
ん
で
、

い

じ
め
る
ん
だ
」
 

「人
を
い
じ
め
る
な
ら
、
自
分

の
手
を
つ
ね
っ

て
み
ろ
。
そ
の

痛
さ
が
、
そ
の
人
の
心
の
痛
さ

だ
。
よ
く
覚
え
て
お
け
四
 

先
生
は
、
あ
き
れ
か
え
っ
た

よ
う
に
い
す
に
す
わ
ら
れ
、
 一

人

一
人
に
、
今
ま
で
ど
う
や
っ

て
私
を
い
じ
め
た
か
言
わ
せ
た

後
、
大
き
な
げ
ん
こ
つ
を
二
つ

づ
つ
や
り
ま
し
た
。
そ
の
人
た

ち
は
、
な
み
だ
を
な
が
し

て
う

な
だ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
う
れ

し
い
と
い
う
よ
り
複
雑
な
気
持

ち
で
、
下
を
見
て
い
ま
し
た
。
 

「今
度
か
ら
、

き
た
な
い
と
か
 

二
月
は
次
の
日
程
で

開
設
し
 

ま
す
。
 

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
 

■

と
 
き
 
三

月
十
四
日
困
、
 

二
十
八
日
困
 

一
 

田
 

言
っ
て
、
い
じ
め
な
い
の
で
許
 

市
立
七
ツ
舘
小
学
校
 

六
年
 
角
 

、へへ～、一、 
一
 

一
 

一
「
／
、
ノ
、
？、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
？く
ノ
、マ
‘
ノ
、
ノく
、
？く
ノ
、1
 

ノ 



織
離
舞
着
 
工
事
業
者
の
申
請
を
受
付
 	→ノ 、

 

「―般健康診査実施の ・ I 

L一一一 	 一お知らせ」 

一＝対象は40歳以上の方＝= 

市では40歳以上の方を対象に、一般健康診査を行い

ます。対象の方は、診査を受けるようにして下さい。 

※職場等で健康診査を受けられる人は除きます。 

・実 施 期 問 59年 2 月1日困～ 3 月15日困 

・実施医療機関 市立西北中央病院及び医師会加入の

医療機関 

・申し込み先 本庁管内は市保険衛生課窓口 

支所管内は支所窓口。 

印鑑、保険証が必要です。 

・診 査 内 容 問診、身体計測、理学的検査（打診、 

聴診、触診）、 血圧測定、検尿。 

また医師が必要と判定した場合には、 

精密診査が受けられます。 

・診 査 料 金 一般健康診査 無料 

一般精密診査 1,000円 

なお70歳以上の方、生活保護受給者、市民税非課税 

世帯の方は無料となります。 

●お間い合わせ 市保険衛生課予防衛生係（廿⑩2111 
内線 270番）へお問い合せ下さい。 

《
 

市
立
西
北
山
五
〈病
院
精
神
科

で
は
、
次
の
日
程
で
精
神
科
作

業
療
法
の
作
品
展
を
開
催
し

ま

す
。
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
 

■

と
き
 
三
月
二
十
二

日
 

（
木
）
ー
二
十
四
日

（
土
）
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
七
時
ま

で
 

■

と
こ
ろ
 
働
く
婦
人
の
家
 

（
市
内新
町

・
旧
警
察
署
）
 

●

展
示
品
 
陶
器
、
松
カ
サ

細
工
、
手
芸
、
書
道
、
卵

モ
ザ

イ
ク
他
 

患者さんの作品を展示 
西北中央病院精神科 

(
 

五
所
川
原
高
校

定
時
制
 

二
一
 

生

徒
再
募

集
維
 

- 

昭
和
五
十
九
年
度
の
市
指
定

水
道
工
事
業
者
の
指
定
を
受
け

よ
う
と
す
る
方
は
、
次
の
書
類

に
手
数
料
三
千
円
を
添
え
て
市

水
道
課

へ
申
請
し
て
下
さ
い
。
 

受
付
期
問
は
、
三
月
一
日
か

ら
三
月
十
日
ま
で
で
す
。
 

山
 
市
指
定
水
道
工
事
業
者
指

定
申
請
書
 

②
 
建
設
業
法
第
三
条
の
規
定

に
よ
る
許
可
証
明
書
 

③
 
建
設
業
法
第
二
十
七
条

の
 

．第

一
項
の
規
定
に
よ

る
経

営
事
項
審
査
申
請
書

の
写
し

④
 
工
事
経
歴
書
及
び
実
績
証

明
書
 

⑤
 
申
請
者
（
法
人

の
場
合
は

そ
の
代
表
者
）
の
履
歴
書
及

び
身
分
証
明
書
 

⑥
 
法
人

は
、
そ
の
定
款
及
び

登
記
簿
謄
本
 

⑦
 
国
税
及
び
地
方
税
を
完
納

し
た
こ
と
を
証
明
十
る
書
類
 

⑧
 
配
管
工
事
に
必
要
な
機
械

器
具
保
有
調
書
 

⑨
 
責
任
技
術
者
及
び
配
管
技

工
承
認
申
請
書
 

な
お
、
水
道
工
事
業
は
、
次

の
資
格
要
件
を
備
え
て
い
な
け

れ
ば
指
定
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
ド
さ
い
。
 

●
 

建
設
業
法
第
三
条
に
規
定
 
 

す
る
許
可
を
受
け
て
い
る
一
」
 

，
」
‘
  

・
 

市
内
に
店
舗
を
有
し
て
い

る
一
」
と
。
 

●
 

指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る

直
前
の

ニ
年
間
に
お
い
て
、
 

配
管
工
事
額
が
千
ニ
百
万
円
 

以
上
の
実
績
を
有
し
て
い
る

一
」
と
。
 

・
 

禁
治
産
、
準
禁
治
産
又
は

破
産
の
宣
告
を
受
け
て
い
な

い
一
」と
。
 

●
 

自
己
資
本
金
ニ
百
万
円
以

上
を
有
す
る
者
で
、
配
管
工

事
に
つ
い
て
の
営
業
年
数
が

ニ
年
以
上
の
実
績
を
有
し
て
 

一
 

い
る
こ
と
。
 

●
 

管
理
者
が
必
要
と
認
め
る

配
管
工
事
用
の
機
械
器
具
を

保
有
し
て
い
る
こ
と
。
 

・
 

日
本
水
道
協
会
東
北
地
方

支
部
長
が
認
定
し
、
登
録
し

た
者
で
、
か
つ
、
管
理
者
が

承
認
し
た
責
任
技
術
者
一
名

以
上
、
 
一
級
配
管
技
工
一
名

以
上
及
び
ニ
級
配
管
技
工
一

名
以
上
を
常
時
雇
用
し
て
い

る
一
」と
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
水
道
課
 

（
廿
⑩
二
一
一
一
番
・
内
線
一
一

六
四
番
）
又
は
西
北
五
管
工
事

協
同
組
合

（廿
⑩
八
三
七
八
番
）
 

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 
 

イ
 
出
願
資
格
 

m
 
昭
和
五
十
九
年
三
月
に

中
学
校
、
又
は
こ
れ
に
準

ず
る
学
校
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
方
。
 

②
 
中
学
校
又
は
こ
れ
に
準

ず
る
学
校
を
卒
業
し
た
方
。
 

（年
齢
不
問
）
 

ロ
 
出
願
手
続
き
 

出
願
者
は
所
定
の
入
学
願

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
 

青
森
県
収
入
証
紙
（
四
百
円
）
 

を
添
え
て
、
調
査
書
、
そ
の

他
必
要
書
類
と
と
も
に
出
身
 

（在
学
）
中
学
校
か
ら
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
詳細
に

つ
い
て
は
、
出
身
 

（
在
学
）
中
学
校
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
）
 

ハ
 
出
願
期
日
 

期
間
は
昭
和
五
十
九
年
三

月
十
九
日
（
月
）
か
ら
三
月
 
 

で
で
す
。
た
だ
し
最
終
日
は

正
午
ま
で
で
す
。
 

ニ
 
面
接
等
 

昭
和
五
十
九
年
三
月
二
十

三
日
（
金
）
午
前
十
時
か
ら

面
接
を
行
い
ま
す
。
 

ホ
 
合
格
発
表
 

昭
和
五
十
九
年
三
月
二
十

四
日
（
土
）
午
前
九
時
か
ら

本
校
生
徒
玄
関
前
で
条
表
し

ま
す
o
 

へ
 
そ
の
他
 

m
  学
費

…
月
額
三
千
七
百

五
十
円
 

②
 
教
科
書
…
無
償
支
給
 

⑧
 
定
通
修
学
奨
励
金
…
選

考
に
よ
り
月
額
七
千
円
貸

与
さ
れ
、
卒
業
す
る
と
返

還
免
除
 

④
 
給
食
：
‘
無
償
でパ
ン
と

牛
乳
 

詳
細
は
本
校
（
。
⑩
三
〇
七
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一
一
十
二
日
（
木
）
ま
で
で
、
 

三
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

時
間
は
九
時
か
ら
十
六
時
ま
 

さ
い
。
 

競
鷺
麟
回
議籍
難
難
鷺
麟
 

市
で
は
疾
病
の
早
期
発
見
の
 
・
と
こ
ろ
 

前
田
野
目
公
民

た
め
、
北
五
医
師
会

の
協
力
で
 

館
 

次
の
日
程
で
無
料
巡
回
診
療
を
 

・
担
当
医
師
 
川
崎
亮

一
氏

行
い
ま
す
。
地
区
の
方
は
お
気
 

・
と
き
 
三
月
二
十
九
日
午

軽
に
お
い
で
下
さ
い
。
 

後
一
時
か
ら

二
時
ま
で
 

■

と
き
 
三
月
二
十
二
日
午
 
・
と
こ
ろ
 
中

泉
公
民
館

後
一
時
か
ら
二
時
ま
で
 

・
担
当
医
師
 
対
馬
昭
幸
氏
 



国民健康保険被保険者証

更新のお知らせ 

◇地区別更新会場及び日程◇ 

皆さんが、現在持っておられる国民健康保険被保険者証は、 

昭和59年 3月31日で有効期限が切れます。日程表に基づいて

更新しますので、必ず更新するようお願いします。 

更新された新しい被保険者証（肌色）を病院にお出しにな

らないと、医療費の全額を支払うことになりますのでご留意

下さい。 

更新の際は、現在使用している被保険者証（藤色）は必ず

持参してくださるようお願いします。 

●お問い合わせ 市保険衛生課（⑩21 11・内線 269）へお

問い合わせ下さい。 

⑦ 昭和59年（1984年）3 月1日 	 広報ごしょがわら 	 （562号） 

国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者

の
皆
さ
ん
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
医

療
費
の
節
約
に

つ
い
て
い
ろ
い

ろ
と
心
掛
け
努
力
さ
れ

て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

具
体
的

に
、
医
療
費
を
節
約

す
る
に
は
 

ど
う
し
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う

か
。
次
に
掲
げ
て
み
ま
す
。
 

▼
 
医
療
費
通
知
 

国
民
健
康
保
険
受
診
家
庭
へ

市
町
村
か
ら
送
付

さ
れ
て
い
る

医
療
費
通
知
書
に
は
、

あ
な
た

か
使
っ
た
医
療
費
等
が
詳
し
く

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
通
 

,
 

知
書
に
は
十
分
目
を
通
し
、
内

容
を
再
確
認
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
通
知
書
の
内
容
に

不
明
な
点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

な
ら
市
町
村
国
民
健
康
保
険
担

当
窓
ロ

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
 

▼
 
毎
日
の
節
約
 

皆
さ
ん
の
家
庭
で
は
省

エ
ネ

対
策
と
し
て
、
例
え
ば
、
電
気

な
ど
を
節
約
す
る
た
め
就
寝
を

早
め
る
な
ど
し
て
気
配
り
し
て
 

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
電
気
 

‘
水
道
・
ガ
ス
な
ど
は
毎
日
使
 
 

う
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
ち
ょ

っ
と
の
注
意
と
工
夫
で
大
き
な

節
約
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

医
療
費
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と

で
、
無
理
の
な
い
節
約
は
そ
の

分
だ
け
暮
ら
し
に
ゆ
と
り
を
持
 

▼
 
風
邪
と
医
療
費
 

い
ま
、
微
熱

・
鼻
水

・
せ
き

な
ど
を
伴
う

一
般
的
な
風
邪
で

病
院

へ
行
き
、
注
射
や
薬
が
使

わ
れ
た
場
合
は
、
初
診
料

・
調

剤
処
方
料
な
ど
を
合
わ
せ
る
と

ほ
ぼ
二
千
二
百
円
の
医
療
費
が
 

,
 

か
か
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
国

保
で
は
一
部
負
担
金
は
三
割
で

す
か
ら
六
百
六
十
円
が
病
院
で

の
窓
口
払
い
と
な
り
ま
す
。
一
一

回
目
の
通
院
か
ら
は
初
診
料
が

い
り
ま
せ
ん
の
で
医
療
費
は
約

千
三
百
円
に
な
り
ま
す
が
、
そ

れ
で
も
ニ
ー
三
回
通
院
す
る
と

五
千
円
ぐ
ら
い
の
医
療
費
が
か

か
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
た

か
が
「
風
邪
」
と
思
っ

で
も
こ

れ
だ
け
の
費
用
が
か
か
り
ま
す

の
で
軽
視
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

▼
 
節
約
の
心
構
え
 

医
療
費
を
節
約
す
る
身
近
な

ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
て
み
ま
す
。
 

●
 

病
気
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
に
努
め
る
こ
と
で
す
。
 

●
 

風
邪
を
治
す
た
め
に
は
、
 

ま
ず
安
静
に
し
て
栄
養
バ

ラ

ン
ス
を
確
保
し
、
あ
な
た
自

身
が
回
復
努
力
を
重
ね
る
こ

と
で
す
。
 

●
 

医
師
の
治
療
を
信
頼
し
て

病
院

の
か
け
も
ち
や
必
要
以

上
に
薬
を
要
求
し
な
い
こ
と

で
す
。
 

●
 

保
険
に
加
入
し
て
い
る
か
 

ら
と
い
っ
て
安
易
に
受
診
し

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
u
 

体
力
に
見
合
っ
た
運
動
、
適

度
な
休
息
及
び
食
事
の
適
量
摂

取
に
努
め
る
こ
と
が
健
康
保
持

の
基
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
が
医
療
費
節
約
の
土
台

を

つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

無
病
息
災
で
明
る
い
家
庭
を

築
く
た
め
に
ほ
、
被
保
険
者

一

人
ひ
と
り
の
心
構
え

ー
つ
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。
 

（
県
国
民
健
康
保
険
課
）
 

日
 

日
”
 

区
 

地
 

国
民
健
康
保
険
医
療
費
の
節
約
を
 

・
 

、
  

二
 

・

◆“
・

“
‘
・

，“
→
‘

I
,
,
’

‘

●“
・

●“
.

"
‘
・

◆
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・
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・
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非
行
防
止
は
家
庭
の
し

つ
け
か
ら
 

甘
や
か
さ
ず
、
厳
し
す
ぎ
ず
 

小
さ
い
と
き
か
ら
育
て
ま
し
ょ
う
 

飯 詰 地 区 

域
 

区
 

象
 

対
 

毘沙門地区 

長 橋 地 区 

七 和 地 区 

梅 沢 地 区 

松 島 地 区 
（松島町除く） 

三 好 地 区 

時 間 

9: 00-.-. 
12:00 

9:00- 
12:00 

9: 00- 
12:00 

13: 00- 
16:00 

栄（みどり町含む） 
中 川 地 区 

川端町‘旭町 .岩木

町．蓮沼（不魚住）. 

長橋橋元‘栄町（八

重菊）‘幾世森． 

下平井町．若葉

柳町,小曲 

湊団地．元町 .田

町．東町，新町‘ 

鎌谷町（下リ枝）. 

ーツ谷一島森．大

町．本町‘弥生町

布屋町．松島町 

幾島町.柏原町 . 

末広町．上平井町

中平井町．新宮町 

（芭蕉）．錦町．寺町

敷島町．雄田 

期日に更新できな

かった人 

9:00- 
12:00 

9: 00- 
15:00 

9:00- 
15:00 

9:00- 
15:00 

13: 00- 
16:00 

9:00- 
15:00 

9:00- 
15:00 

飯詰支所 

長橋支所 

七和支所 

梅沢支所 

市 役 所 
2階ロビー 

毘沙門支所 

13:00- 
16:00 三好支所 

土 

曜 更新会場 

3.21 水 

水 

木 

木 

3.23 

3.21 

3.22 

3.22 

金 

3.23 金 

3.26 月 

火 

3一 28 

3.27 

水 

木 3.29 

金 3.30 

3.31 

松 島 

七 和 

梅 沢 

詰
 

飯
 

毘沙門 

本 庁 

本 庁 

栄‘中川 

庁
 

本
 

好
 

】
 
一
 
一
 

各支所を

除く全域 



二
時
5
六
時
1
 
時
問
帯
別
 

→
土
 
躍
 
日
 

曜 

日 

男リ 

交
通
事
故
の
発
生
を
時
間
帯
別

に

み
る
と
、

午
後

二
時
か
ら
六
時
の
間

が

い
ち
ば
ん
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
 

な
か
で

も
学
校

や
幼
稚
園
か
ら

帰
宅

後
の
遊
ん
で

い
る
時
間
四
時

ー
六
時

が
、
死
者
数
、

負
傷
者
数
と

も
に
最

も
多
く
、
子
供
に
と
っ
て
は
要
注
意

の
時
間
帯
で
す
。
 

ま
た
、

曜
日
別
で
は

土
曜
日

の
事

故
が

い
ち
ば
ん
多
く
、
次
い
で

日
曜

日
、
月
曜
日
と
続
い

て
い
ま
す
。
 

自
宅
付
近

（5
0メ

l
ト
ル
以内
）
 

は
要
注
意
 一

 

幼
児

・
幼
稚
園
児

の
事
故
の
多

く

は
、
自
宅
か
ら

半
径
五
十
メ
ー
ト

ル

以
内

の
と
こ
ろ
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

自
宅
付
近
が
最
も
多

い
わ
け
で
す
が
、
 

年
齢
が
高
く
な
る
に

つ
れ
て
自
宅
か

ら
遠
く
な
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
 

r飛
び
出
し
事
故
Iが
最
も
多
い
 

路
上

へ
の
飛
び
出
し

に
よ
る
事
故

が
最
も
多
く
、
全
体
の
六
割
を
占

め

て
い
ま
す
。
次

い
で
、
駐
停
車
中
あ

る
い
は
走
行
中

の
自
動
車
の
「
直
前

直
後
の
横
断
」
が
二
八

・
五
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
以
下
、
信
号
無
視
、
 

路
上
で

の
遊
び
、
な
ど
と
な
っ

て
い

ま
す
。
 

一
時
不
停
止
、
安
全
不

確
認

・
・
：
 

自
転
車
乗
車
中
の
事
故

ー
 

自
転
車
乗
車
中

の
事
故
原
因
を
み

る
と
、
 
一
時
不
停
止
が
最
も
多

く
一
一

八
％
、
次
い
で
、

安
全
の
不
確
認

1
一

三
％
、
信
号
無
視
八
％
な
ど

と
な
っ

て
お
り
、
 こ
れ
ら
三

つ
の
原
因
が
全

体
の
約
六
割
を
占
め

て
い
ま
す
。
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新学期を控えて 
子供の交通事故防止 

遊
び
に
夢
中
に

な
っ

て
い
る
子
供
が
、

ボ
ー
ル
を
追
い
か

け
て
、
い
き
な

り
道
路
に

飛
び
出
し
て
く
る
。

「
キ
キ
キ

ー
ッ
ノ
こ
と
、
車
の
急
ブ
レ

ー
キ
の

音
 
子

供
は
と
き
ど

き
大
人
が
想
像
も

つ
か
な
い
よ
う
な

衝
動
的
な
行
動

を
と
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、

思
い
が
け
な
い
交
通
事
故
の
犠
牲
者
と
な
っ

て

し
ま
う

こ
と
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

周
囲
に
対
す
る
注

意
力
が
ま
だ
十
分
で

な
く
、
安
全
に

対
す
る

知
識
も
不

十
分
、
そ
し
て
心
身
と
も
に
発

達
過
程

に
あ
る
子
供
は
、

今
日
の
交

通
事
情

か
ら
み
て
、
お
年
寄
り

と
と
も
に

一
番
弱
い
立
場
に

あ
る
と
い
え
ま
す
。
 

そ
れ
だ

け
に
、
保
護
者
、

特
に
お
母
さ
ん
は
、

子
供
に
対
す
る
し

つ
け
教

育
と
し
て
、
交
通
ル
ー
ル
や
事
故
防

止
の
た
め
の
注

意
事
項
な
ど

を
、
ふ
だ

ん
か
ら
教
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
 

」
一月
と
も
な
る

と
、
子
供
た
ち
も

戸
外
で
遊
ぶ

こ
と
が
多

く
な
り
、
交
通

事
故
に
遭
う
危
険
性
も

そ
れ
だ

け
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
時
期
は
、
 

新
入
学

（園
）
シ

ー
ズ
ン
を

控
え
、

子
供
に
対
す
る

交
通
安
全

教
育
が
必

要

な
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
 

子
供
の
交
通
事
故
の

特
徴
や

行
動
の
特
性
を

理
解
し

て
、
具
体
的
に
指
導

し
、
子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守
っ

て
く
だ
さ
い
。
 

子
供
の
交
通
事
故
の
特
徴
 

子
供
の
交
通
事

故
の
特
徴
と
し

て
は
、
次
の
よ
う
な
点
が

挙
げ
ら
れ

ま
す
。
 

一
 

犠
牲
者
の
二
人
に
一
人
が
 

未
就
学
児
童
 一

 

4
1学
生
以

十
の
子
供
の
死
者
は
八

百
四
十
七
人
。

こ
の
う
ち
半
分

以
L
 

の
五
六
％
（
四
七
四
人
）
が
幼
児
あ

る
い
は
幼
稚
園
児

の
未
就
学
児
童
。
 

な
か
で

も
幼
児
が
全

体
の
三
一
％
と

多

い
の
が
目
立
ち
ま
す
。
 

（
デ
ー
タ
は
「
警
察
庁

・
昭
和
5
7年
交
通
統
計
」
）
 

広
報
紙

の
早

期
配

布
に
ご

協

力
下
さ
い
 

【
 

。
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